
葵みこころ保育園 

 
公園で草花に触れ遊びに使う姿が見られていたので、花や葉っぱを使った色水遊びを行うこ

とで子ども達の色への興味に繋がると考えた 

振り返りと保育者の気づき 

 

 

  

 

   

葉っぱや花など自然の中の色を発見しよう 

 

活動を紹介 

ビニール袋に水と花を入れて揉む 

 絵本「どのはながいちばんす

き」をみんなで見る 

 おしろい花・朝顔・百日紅・

ナスの葉・クローバー・日日

草・ヒメジョオンなどを準備 

 自分で好きな花を選んでみる 

 花を揉むことで水の色が変わ

っていく様子を楽しむ 

 できた色水は容器に入れまま

ごと遊びで使う 

 

おしろい花や朝顔、カンナなどは色が強

く出て子ども達も変化に気づきやすく、

楽しんで揉む姿が見られた。ビニール袋

のまま観察するよりも容器に入れて見る

と色が分かりやすく、子どもたちもジュ

－スに見立てて遊ぶ姿が見られた。子ど

もによっては揉む力が強く水がビニール

袋から出てしまったので、袋を大きくす

るか水の量を調節する必要があると感じ    

た。  

＊保育者が花を見せると、やって

みたいと手を伸ばす姿が見られた 

＊透明な水が桃色や緑色に変わっ

ていく様子に気づき「あっ」と驚

く姿が見られた。 

ビニール袋からペットボトルに

移す様子に興味津々。 

 

「オレンジジュース」できた 

「ぶどうジュース」と自慢げに

保育者に見せて楽しんでいた。 

 

活動日 令和７年 10 月 24 日 

ひつじ組 1 歳児 


